




































































































































時の木造建造物は押し並べて火に弱かった。文明7 (1475）年 2 月、花の御所で起こった
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火災では、数百軒とも二千軒ともいわれる家々が焼失したのである（『実隆公記』）。ま




























きっかけは、西軍の撤退後、 1 年余りが過ぎた文明 10 (1478）年 12 月 25 に再び起こっ
た「御構j の火災である。この大規模な火災によって、 「御構J の 3 分の 1 が再び焼け野
原となり、これによって、 「御構J は実質的に解体され、ここに上京の再建が開始される。

















文明 11 (1479）年 10 月には土御門内裏の修理がようやく完成し、後土御門天皇は新内













































京都弁でいう、 「はんなり J とした京都の風情は、実はすべて応仁の乱より後にできたも
のである。このことを頭において我々は京都というものを理解しなt汁Lばならないのである。
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